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特別展「新羅郡の時代を探る」の記録

安井　翠

【報告】

はじめに　

   新羅郡は、奈良時代の天
てんぴょうほうじ

平宝字 2（758）年
に建郡され、和光市を含む朝霞地区四市とその
周辺地域で構成していたと推定されている。　
　朝霞市教育委員会・志木市教育委員会・新座
市教育委員会・（公財）和光市文化振興公社よ
りご協力いただき、平成 30（2018 年）年 11
月 15 日から 12 月 2 日まで特別展「新羅郡の
時代を探る」と題して展示会を開催した。
　本稿は、展示会の概要をまとめ記録化するこ
とが目的である。

1. 準備　

   これまでの発掘調査の成果により、新羅郡時
代の遺構・遺物が集まり始め、建郡から 1260
年を迎えた平成 30 年に展示会を開催する運び
となった。また、当時の新羅郡の時代背景や郡
役所について考え、歴史・文化財の大切さを広
く市民に伝えることを目的に展示会の関連講演
会として記念シンポジウムを開催した。
　4 月下旬、朝霞市・志木市・新座市の教育委
員会に共催を依頼し、各市より承認を得て展示
会の準備に取りかかった。遺物の選定下見を
6 月からはじめ、10 月末に展示品を決定した。
その際、「古代の入間を考える会」の加藤恭朗
氏や根本靖氏、坂野千登勢氏に須恵器・土師器
について多くの助言をいただいた。また、新羅
郡の近隣郡であり、平成 28 年に建郡 1300 年
を迎えた高麗郡へ足を運んだ。高麗神社へ訪ね
写真を撮影するなど、パネル展示の充実を図っ
た。
　展示会・シンポジウム準備事前会議を 7 月
19 日と 9 月 19 日の計 2 回、新座市教育委員
会の会議室にて行った。会議には記念シンポジ
ウム講師の宮瀧交二氏、中野高行氏、知久裕昭
氏、朝霞地区四市の文化財担当者にお越しいた

2. 開催・展示　

（1）展示会　
　新羅郡時代の郡役所との関連を予想させる遺
物や奈良・平安時代の遺物を主に展示した。ま
た、埼玉県指定有形文化財で新羅王居跡伝承が
残っている午王山遺跡の遺物もあわせて展示
し、展示品は 265 点となった（図４・5・6・７）。
　次に、取り上げられたメディアについて特記

だき準備を進めた。
　さらに、チラシ（図 1・2）・ポスター（図 3）
の作成工夫として、深谷市教育委員会ご協力の
もと「関連シンポジウム情報」を記載した。そ
の一方で、深谷市主催のシンポジウムチラシ・
ポスターにも、本シンポジウムの情報も載せて
いただいた。相互で情報を掲載することで、埼
玉県全域をはじめた方面に周知できたと考え
る。
＜準備行程＞　
　4 ～ 5 月：関係各市・講師に協力依頼
　６～ 10 月：展示遺物の選定。広報原稿・チラ
シ・パンフレット準備。展示会・シンポジ
ウム準備事前会議、資料集作成。

　11 月上旬：遺物借入
　11 月 12 ～ 14 日：展示品設置
　11 月 15 日：展示会開催

写真 1　展示室の様子
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する。10 月 17 日の読売新聞全国版で新羅郡に
ついて関連した記事が掲載された。これは、奈
良国立博物館で開催されていた「第 70 回正倉
院展」に特別協力していた読売新聞社が、正倉
院展で展示品として公開された「新羅琴」に関
連して新羅郡の実像に迫るため、展示会を開催
予定の当教育委員会に取材したのである。
　また、宮瀧交二氏がレギュラーとしてご出演
している「日刊！さいたま～ず」にて展示会・
シンポジウムの告知をしていただいた。さら
に、展示会初日の 11 月 15 日に J：com から取
材を受け、11 月 16 日に放映された。
　数多くのメディアを通して周知・告知を行
い、展示会にはのべ 3,150 名の方にご来場いた
だき無事終了した。
＜開催概要＞
　名　称：特別展「新羅郡の時代を探る」
　開催期間：平成 30 年 11 月 15 日（木）
　　　　　　　　　　　～ 12 月 2 日（日）
　場　所：和光市民文化センター（サンアゼリア）
　　　　　展示ホール・企画展示室
　時　間：9：00 ～ 17：00

　関連企画：①和光市民大学 /2018 特別講座
　　　　　　②記念シンポジウム
　主　催：和光市教育委員会
　共　催：朝霞市教育委員会
　　　　　志木市教育委員会
　　　　　新座市教育委員会
　　　　　（公財）和光市文化振興公社
　協　力：深谷市教育委員会
　　　　　所沢市教育委員会
　周知方法：広報・SNS1、チラシ、ポスター新聞、 

ラジオ、HP（市・デジタルミュー
ジアム「れきたま」・博物館及び
考古学関連）

　印刷物：チラシ（2000 部）、ポスター（50 部）　　
パンフレット 2（1500 部）

　取り上げられたメディア：
　    読売新聞（全国版）、スマイル読売、J:com、

まいぷれ、NHK さいたま放送局
　展示品：265 点
　来場者数：のべ 3,150 人
（2）関連企画：和光市民大学 /2018 特別講座
　展示会の関連企画として和光市民大学 /2018

写真 2　和光市民大学の様子　
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「大人の社会科見学～行ってみよう、訪れてみ
よう～」全 5 回の特別講座の 1 コマとして、
展示会のギャラリートークを行った。前半にこ
れから見学する展示内容の概略説明を行い、後
半は説明の内容である展示場を見学した。説明
付きの見学で参加者の理解がより深まった。
＜概要報告＞　
    名称：新羅郡の時代を探る
　　　　～和光市民文化センター企画展示場を

巡るギャラリートーク～
　日にち：11 月 21 日（水）
　時間：13：30 ～ 15：00
　講師：鈴木一郎（和光市教育委員会）
　参加人数：23 名
（3）関連企画：記念シンポジウム
　講演会として記念シンポジウムを和光市民文
化センター小ホールにて 11 月 24・25 日で開
催した。当時の新羅郡の時代背景や新羅郡域の
発掘調査による報告、また、須恵器・土師器な
ど当時の遺物からみた新羅郡についてや武蔵国
内の近隣郡であった高麗郡や幡羅郡について、
２日間を通して８名の講師の方にご講演いただ
いた。討論では、新羅郡の郡役所について考え、
今後の文化財調査を進める方向性が示された。

　日にち：11 月 24 日（土）・25 日（日）
　時　間：10：00 ～ 16：30
　場　所：和光市民文化センター　小ホール
＜開催内容＞　
　内　容：
　11 月 24 日（1 日目）
　Ⅰ部　基調講演 3（90 分）
　　「武蔵国新羅郡誕生の歴史的背景について」　
　　宮瀧交二　氏（大東文化大学文学部教授）
　Ⅱ部　新羅琴と邦楽演奏（40 分）
　　久本桂子　氏　
　　田野村聡　氏　（日本音楽集団）
　Ⅲ部　基調報告（各 25 分）
　　「朝霞市の遺跡」　
　　照林敏郎　氏（朝霞市教育委員会）
　　「志木市の遺跡」　
　　大久保聡　氏（志木市教育委員会）
　　「新座市の遺跡」　
　　川畑隼人　氏（新座市教育委員会）
　　「和光市の遺跡」　
　　鈴木一郎　　（和光市教育委員会）
　11 月 25 日（2 日目）
　Ⅳ部　基調報告（各 45 分）
　　「中武蔵の土器様相 ‐ 須恵器・土師器から

写真 3　記念シンポジウムの様子①　
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みた新羅郡 ‐ 」
　　根本　靖　氏（所沢市教育委員会）
　　「高麗郡建郡の背景」　
　　中野高行　氏（日本高麗浪漫学会理事）
　　「幡羅郡と郡家跡」
　　知久裕昭　氏（深谷市教育委員会）
　Ⅴ部　討論　新羅郡の時代を探る（90 分）
　　コーディネーター：宮瀧交二氏
　　パネラー：照林敏郎氏、大久保聡氏、
　　　　　　　川畑隼人氏、根本靖氏、
　　　　　　　中野高行氏、知久裕昭氏、
　　　　　　　鈴木一郎
　印刷物：シンポジウム資料集 4（97 ページ）
　参加者数：230 名（24 日）、180 名（25 日）
　報告記事：「文化財だより」137 号 5

おわりに

   今回、特別展「新羅郡の時代を探る」の準備
から開催、展示・関連企画について記録した。
今後の課題として、シンポジウム講演の内容を
何らかの形で公開し、新羅郡の研究を深めてい

【註】

1. 朝霞・志木・新座市にもご協力いただいた。

2. ポスター・パンフレットは、デジタルミュージアム

「ダウンロードページ」にて閲覧・印刷可能。

3. 紀要第 5 号に講演録を掲載。

4. シンポジウム資料集は、デジタルミュージアム「ダ

ウンロードページ」にて閲覧・印刷可能。

5. 展示会・シンポジウム終了報告の記事として埼玉県

文化財保護協会が発行する「文化財だより」137 号に

掲載していただいた。

やすい　あきら（和光市教育委員会）

写真 4　記念シンポジウムの様子②

きたい。なお、宮瀧交二氏の講演録については、
すでに取りまとめ紀要第 5 号にて公開してい
る。
　本稿が、展示会を企画・開催する一助となれ
ば幸いである。
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図 1　チラシ表面
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図 2　チラシ裏面
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図 3　ポスター
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図 4　展示目録①
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図 5　展示目録②
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図 6　展示目録③
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図 7　展示目録④
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写真 5　書籍販売所

写真 6　土器返却の様子


